
年間授業計画

高等学校 令和５年度　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２

C 記憶装置
【知識及び技能】
　主記憶装置の構成・性能・特性
や半導体記憶装置の種類について
理解する。
　記憶装置の性能を示すアクセス
タイムとサイクルタイムの関係を
理解する。
　補助記憶装置の種類と特徴，構
造について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　記憶装置の種類や特徴を理解
し、適切に活用する。

【学びに向かう力、人間性等】
　記憶装置について，興味・関心

・指導項目
　・コンピュータ内部のデータ
　・記憶装置の性能
　・記憶階層
　・主記憶装置とアドレス
　・ICメモリ
　・補助記憶装置とファイル
　・磁気ディスク装置
　・光ディスその他の記憶装置

　・教材
　　自作プリント等

C 記憶装置
【知識及び技能】
　主記憶装置の構成・性能・特性や半導体記
憶装置の種類について理解している。
　記憶装置の性能を示すアクセスタイムとサ
イクルタイムの関係を理解している。
　補助記憶装置の種類と特徴，構造について
理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　記憶装置の種類や特徴を理解し、適切に活
用することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　記憶装置について，興味・関心を持ち主体
的に取り組んでいる。

○ ○

・指導項目
　・論理演算
　・ビット演算
　・データ構造とアルゴリズム
　・データ構造
　・配列
　・構造体（レコード）
　・リスト構造
　・木構造
　・待ち行列とスタック

　・教材
　　自作プリント等

【知識及び技能】
　ブール代数の定理やカルノー図を活用した
論理回路の簡単化について理解している。
　配列や構造体，リスト構造，木構造などの
基本的な概念を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　ブール代数の定理やカルノー図を用いた論
理式の簡単化について表現できる力を身に付
けている。
　処理対象のデータをどのような論理的なま
とまりでとらえたらよいかを考え，表現でき
る力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
　ブール代数の定理やカルノー図を用いた論
理式の簡単化について関心を持ち，主体的に
学んでいる。
　配列や構造体，リスト構造，木構造などの
表現方法に関心をもち，主体的に学んでい
る。

１
学
期

A コンピュータ内のデータ表現
【知識及び技能】
　２進数値，10進数値などの数値
データおよび文字データの表現法
を理解する。
　数の変換および2進数の演算の基
本的な概念を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　10進数小数値を２進数に変換す
る場合，数値によって近似値で表
されることや負数の２の補数表現
について，表現できる力を身に付
ける。
　コンピュータ内部での数値や文
字データの表現方法について，表
現できる力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
　10進数と２進数，16進数の関係
およびそれぞれの数の変換方法や
四則演算に関心をもち，主体的に
学ぶ態度を養う。
　コンピュータ内部での数値や文
字の表現方法に関心をもち，主体
的に学ぶ態度を養う。

・指導項目
　・10進数
　・2進数
　・16進数
　・基数変換の計算
　・2進数の表現範囲
　・固定小数点数
　・浮動小数点数
　・文字データとコード体系

　・教材
　　自作プリント等

【知識及び技能】
　２進数値，10進数値などの数値データおよ
び文字データの表現法を理解している。
　数の変換および2進数の演算の基本的な概
念を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　10進数小数値を２進数に変換する場合，数
値によって近似値で表されることや負数の２
の補数表現について，表現できる力を身に付
けている。
　コンピュータ内部での数値や文字データの
表現方法について，表現できる力を身に付け
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
　10進数と２進数，16進数の関係およびそれ
ぞれの数の変換方法や四則演算に関心をも
ち，主体的に学んでいる。
　コンピュータ内部での数値や文字の表現方
法に関心をもち，主体的に学んでいる。

○ 14

○ ○ 12

配当
時数

○ ○ 10

態思

○

B 情報の基礎理論及びデータ構造
とアルゴリズム
【知識及び技能】
　ブール代数の定理やカルノー図
を活用した論理回路の簡単化を理
解する。
　配列や構造体，リスト構造，木
構造などの基本的な概念を理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　ブール代数の定理やカルノー図
を用いた論理式の簡単化について
表現できる力を身に付ける。
　処理対象のデータをどのような
論理的なまとまりでとらえたらよ
いかを考え，表現できる力を身に
付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
　ブール代数の定理やカルノー図
を用いた論理式の簡単化について
関心を持ち，主体的に学ぶ態度を
養う。
　配列や構造体，リスト構造，木
構造などの表現方法に関心をも
ち，主体的に学ぶ態度を養う。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

コンピュータのハードウェアの機能や構成及び
制御技術，オペレーティングシステムの基礎的
な機能について意欲的に取り組み，情報技術の
発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

コンピュータのハードウェアやオペレーティン
グシステムに関する基礎的な知識と技術を習得
させ，実際に活用する能力と態度を育てる。

コンピュータの構成やコンピュータによる制御
などに着目して，コンピュータのハードウェア
やオペレーティングシステムに関する課題を見
いだし，科学的な根拠に基づき工業技術の進展
に対応し解決する力を身につける。

「Fundamentals of Computer Systems コンピュータシステムの基礎 第18版」iTEC

工業

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

情報テクノロジー

【 知　識　及　び　技　能 】

工業 情報テクノロジー

工業 情報テクノロジー 2

（2～3組： 寺地　）



○ ○

２
学
期

　記憶装置について，興味・関心
を持ち主体的に取り組む。

○

３
学
期

E 機械語プログラムの実行
【知識及び技能】
　基本的な種類の命令を理解し，
中央処理装置の各レジスタの役割
および各々のつながり，命令が処
理されるときのデータの流れなど
を理解する。
　アセンブリ言語の書式，機械語
命令，宣言，マクロ命令，アドレ
ス修飾などを理解し，簡単なプロ
グラムを作成できる知識と技能を
身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　基本的な種類の命令を理解し，
中央処理装置の各レジスタの役割
および各々のつながり，命令が処
理されるときのデータの流れなど
について思考し，説明する。
　アセンブリ言語の書式，機械語
命令，宣言，マクロ命令，アドレ
ス修飾などを理解し，簡単なプロ
グラムで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　アセンブリ言語の記述方法や命
令語の使い方，プログラムのつく
り方などについて主体的に取り組
む。

・指導項目
　・ハードウェアCOMETⅡの仕様
　・アセンブラ言語CASLⅡの仕様
　・プログラムのロード
　・LD命令の取出しと実行
　・ADDA命令の取出しと実行
　・ST命令の取出しと実行
　・RET命令の取出しと実行

　・教材
　　自作プリント等

【知識及び技能】
　基本的な種類の命令を理解し，中央処理装
置の各レジスタの役割および各々のつなが
り，命令が処理されるときのデータの流れな
どを理解している。
　アセンブリ言語の書式，機械語命令，宣
言，マクロ命令，アドレス修飾などを理解
し，簡単なプログラムを作成できる知識と技
能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
　基本的な種類の命令を理解し，中央処理装
置の各レジスタの役割および各々のつなが
り，命令が処理されるときのデータの流れな
どについて思考し，説明できる。
　アセンブリ言語の書式，機械語命令，宣
言，マクロ命令，アドレス修飾などを理解
し，簡単なプログラムで表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　アセンブリ言語の記述方法や命令語の使い
方，プログラムのつくり方などについて主体
的に取り組んでいる。

D 中央処理装置
【知識及び技能】
　中央処理装置の構成，基本動
作，バス，各種制御について理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
　中央処理装置の各レジスタとア
ドレスバス，データバスの関係や
基本動作について思考を深め，適
切に判断し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　中央処理装置の各レジスタとア
ドレスバス，データバスの関係や
基本動作について主体的に学ぶ。

○ 18

合計

70

・指導項目
　・CPUの仕組み
　・CPUと主記憶装置
　・制御装置
　・CPUの入出力制御
　・入出力インタフェース
　・CPU関連アーキテクチャ

　・教材
　　自作プリント等

D 中央処理装置
【知識及び技能】
　中央処理装置の構成，基本動作，バス，各
種制御について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　中央処理装置の各レジスタとアドレスバ
ス，データバスの関係や基本動作について思
考を深め，適切に判断し，表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　中央処理装置の各レジスタとアドレスバ
ス，データバスの関係や基本動作について主
体的に学んでいる。

○ ○ 16


